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 具体的な 本年度の重点目標と目標達成のための手段、具体的な取組  数値目標等

 【重点目標】　主体的な学びによる徹底した学力の向上  
 【目標達成のための手段・具体的な取組】 タブレットを活用した研
知 １　キャリア教育の視点を生かした教育活動を展開し、具体的な夢 究授業を全員１回以上 
　 　や目標をもたせる。  
育 ２　小中一貫性のある学習指導、ＩＣＴの活用を展開するために、 対外テストにおいて各教

　小学校と連携した授業改善を推進する。 科地区平均以上 
３　「個に応じた指導」を充実させることで、「できる・分かる」  
　実感をもたせる。 英検3級合格10名以上、
４　各検定試験の受検を推進し、英検及び漢検は３級合格１０名以 漢検3級合格10名以上、
　上、数検は３級合格５名以上を目指す。 数検3級合格5名以上

 【重点目標】　豊かな人間性・主体的に生きる力の育成  
 【目標達成のための手段・具体的な取組】  
徳 １　校内、校外を問わず、自発的で元気なあいさつを目指す。 いじめの解消100％ 
　 ２　道徳教育や人権教育の充実に努め、豊かな人間性を育むことで、  
育 　「いじめゼロ」「不登校ゼロ」を目指す。 不登校生徒0 

３　一人一人に寄り添う支援や教育相談の充実に努め、自己決定さ  
　せる場面を意図的に設けることで自尊感情を高める。 道徳科授業実施率100％ 
４　生徒への支援を拡充し、長所を伸ばすことで前向きに取り組み
　困難を乗り越えようとする態度を育てる。 
５　自発性・主体性を促す発達支持的生徒指導を推進し、生徒一人
　一人に自己指導能力を身に着けさせる。

 【重点目標】　健康・安全教育、体力・競技力の向上 家庭でのネット等利用上
 【目標達成のための手段・具体的な取組】 のルールづくり100％ 
体 １　家庭でのネット、ゲーム、スマホ等の使用時間について生徒・ メディアコントロールの
　 　保護者への啓発を継続して行うことで、８時間以上の睡眠時間の 重要性の啓発100% 
育 　確保を図る。 平日、８時間以上の睡眠

２　体力向上プランを基に体育的行事や部活動の指導の充実を図 100% 
　り、体力向上、競技力の向上を目指す。(Ｔスコア５０以上３０項 Ｔスコア50以上30項目以
　目以上、県大会出場) 上 
３　授業開始・終了時の立腰指導を徹底し、日常生活の正しい姿勢 毎時間の授業担任による 
　づくりを図る。 目視で立腰100％

 【重点目標】　健康な身体づくりのための「食」に対する意識高揚  
 と実践力の向上  
食 【目標達成のための手段・具体的な取組】  
　 １　残食０を基本とした給食指導の充実及び朝食の重要性を啓発す 給食残菜０ 
育 　ることで朝食抜き０を目指す。 朝食をとる生徒100％ 

２　「弁当の日」の発達段階に応じた具体的な到達目標の設定と家 生徒の自己評価で目標達
　庭への啓発により確実な実践（年２回）を目指す。 成80％

 【重点目標】　保護者や細野小学校、地域との連携の推進  
 【目標達成のための手段・具体的な取組】  
そ １　小学校及び地域との連携  
 　　管理職や主任の打合せ強化と合同職員研修の充実と地域行事へ 学校だより毎月発行 
の 　の積極的な参加を促す。 学級通信の定期発行 
 ２　学校の情報発信 毎日のホームページ更新 
他 　　学校だよりや学級通信の定期的な発行とホームページの積極的

　な更新を行う。

小・中一貫教育の共通目標 
知恵と心と体をみがき、郷土愛にあふれ、自信と誇りをもって未来に羽ばたく細野っ子の育成

細野中学校の教育目標 
生徒一人一人の個性を伸ばし、たくましい体、豊かな心、すぐれた知性をもった人間性豊かな生徒の育成

学校経営ビジョン 
　生徒や保護者、地域の実情を踏まえ、社会に開かれた教育を推進し、「夢や目標をもち、主体的に学ぶ、元気で粘
り強い生徒の育成」に取り組むことで、将来的に自立し、周りに感謝し、社会に貢献できる生徒を育てる。 

 目指す学校像 
○　子どもがいきいきと活気にあふれる学校 
○　挑戦・探究・創造の喜びに満ちた学校 
○　地域に愛され、信頼される学校

目指す生徒像 
○　進んで学ぶ生徒 
○　心優しく素直な生徒 
○　元気でたくましい生徒 
○　食に喜び感謝する生徒

目指す教師像 
○　教育愛に生きる教師 
○　研修に励む教師 
○　信頼を高める教師 
○　協働し合う教師

小林市教育基本方針、基本目標、重点施策 
「学びたい」「学ばせたい」気持ちを高める小林教育


